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東 京 の 妊 婦 受 け 入 れ 拒 否 問 題 を 巡 る 勁 き
9月 200。 東 京  '屋 地 区 で 30代 奸 婦 が ● 林 人

病 院 (■鷹 市 )な ど 611院 に 受 け 人
れ 拒 否 さ れ る 。 7;立 畢 東 瑯 院 (躍 ロ

区 )で ‖:に後  脳 内 :Lnの 手 術 を 受

け る が 意 識 不 明 に
10月 4日  36歳 の

'mが

都 立 場 東病 院 な ど 8病

院 に 受 け 入 れ

"否

さ れ る 最 終 Olに

晏 東病 院 が 受 け 入 れ  出 産 後 に脳 内
出 mlの 子 術 を 受 け る が ,と亡

2211 10月 4日 の 搬 送 li● が 発 党

27H 厚 生 労 働 省 が 総 合 月 産 期 ll子 医 療 t
ン タ ーの 診 療 体 制 崚 番 な ど を求 め る

通

"を

都 道 1,県 に 出 す

28日 ・厚 労 省 が 総 合 セ ン タ ー の 医 31数 の 出

'枯

果 を 公 表 .全 国 76カ 斤中 15カ 所
が 6人 Llド   ´

31日 。日本 と :1婦 人科 学 会 が と 「1と 舷 急 の

連 湧 強 化 な ど を 求 め る 緊 急 提 言 を 厚

力 ■ に 世 出
H月 4口 ・ 9 Fj郎 []の 搬 込 拒 否 が 発 ttt

5日 ・ ワカ 省 が こ 千1と 救 急 の 連 携 に つ い て

校 :JIる 第 1回 懇 談 会 を 開 催

100・ 厚 跡 ]と 紆 7‐産 業相 が 会 談 .撮 送 を

円 滑 に す る 情 報 伝 達 シ ス テ ム を 共 同

開 発 す る こ と を 決 定

九
月
下
旬
か
ら
十
月
上
旬
に
か
け
て
東
京

で
■
件
続
い
た
妊
婦
の
受
け
入
れ
拒
否
問
題

は
、
医
療
体
制
が
手
厚
い
は
ず
の
大
都
市
に

も

「
お
産
の
危
機
」
が
及
ん
で
い
る
実
態
を

浮
き
彫
り
に
し
た
。
産
科
医
療
の
縮
小
に
歯

■
め
が
か
か
ら
な
い
近
隣
県
か
ら
の
，
婦
搬

送
が
増
え
て
お
り
、
受
け
入
れ
能
力
を
超
え

る
の
は
時
間
の
問
題
。
拠
点
病
院
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
体
制
の
脆
弱

（ぜ
い
じ
ゃ
く
）

さ
が
問
題
を
招
い
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。

県
か

つ
受
け
入
れ
た
に
婦
の
新
生

児
が
利
用
し
て
い
る
。

基

泉
の
受
け
入
れ
能
力
は
ほ
ぼ

限
界
に
達
し
て
い
る
と
の
見
方
が

多
く
、
日
村
セ
ン
タ
ー
長
は

「
首

都
圏
の
都
県
が
政
策
協
定
を
結

び
、
空
き
ベ
ッ
ド
や
一■
術
の
可
香

な
ど
の
情
報
を
共
有
し
、
母
子
の

受
け
入
れ
施
設
を
探
す
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
る
。

今
回
の
問
題
で
は
、
必
要
な
医

療
に
応
じ
て
妊
婦
の
受
け
入
れ
先

を
振
り
分
け
る
産
科
医
療
の
シ
ス

テ
ム
が
東
一ス
で
は
十
分
に
機
能
し

て
い
な
い
現
状
も
浮
か
ん
だ
。

日
本
の
産
科
医
療
は
、
最
も
高

度
な
産
科
救
急
を
担
う
総
合
同
産

期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
を
頂
点
と

し
た
ピ
ラ
ミ

ッ
ト
型
の
構
成
に
な

塁

・京
一

告

」
ろ
が
、
茎

泉
は
総
＾
モ

ン

タ
ー
九
カ
所
に
対
し
、
地
域
セ
ン
´

タ
ー
十
三
カ
所
で
比
率
は
約

一
対

一
・
五
。
東
京
の
一ク
う
産
科
医
は

電

域
セ
ン
ク
ー
が
総
合
セ
ン
タ

ー
の
ク

ッ
シ
ョ
ン
に
な

っ
た
り
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
り
す
る
構
図

が
崩
壊
し
て
い
る
」
と
語
す
。

■
月
に
死
亡
し
た
妊
婦
の
ケ
ー

ス
は
、
搬
送
を
断

っ
た
八
病
院
の

う
ち
総
合
セ
ン
タ
ー
と
地
域
セ
ン

タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
三
病
院
あ
り
、

コ
ュ
薔
完
が
で
き
な
か

っ
た
。

一
歩
先
行
く
近
畿
圏

西
日
本
最
大
の
都
市
で
あ
る
大

阪
も
菫

ヌ
と
同
様
に
、
日
辺
か
ら

の
搬
送
が
相
次
い
で
い
る
。
〇
六

年
八
月
、
余
良
で
お
産
中
に
意
識

を
失

っ
た
脳
内
出
血
の
妊
婦
を
受

け
入
れ
た
の
は
、
約
六
十
´
離
れ

た
吹
田
市
の
病
彎

〇
七
年
八
月
、

奈
良
の
救
憲
搬
送
中
の
妊
婦
が
死

た
し
た
問
題
で
も
搬
送
先
は
高
槻

市
の
病
院
だ

っ
た
。

．　
▼
妊
婦
死
亡
　
お
産
で
妊
婦
が

死
亡
す
る
割
合
は
戦
後
、
大
き
く

政
薔
し
て
お
り
、
日
本
の
妊
婦
死

亡
率
の
低
さ
は
現
在
、
世
界
ト

ッ

プ
ク
ラ
ス
の
水
準
に
あ
る
。

人
ｕ
動
態
調
査
に
よ
る
と
、
お

産
十
万
″
あ
た
り
の
妊
婦
死
亡
率

は

一
九
五
０
年
が
百
六
■

一
　

二

件
．
約
六
百
二
十
人
に

一
人
が
Ｌ

く
な
る
計
算
で
、
お
産
は
か
つ
て

命
に
か
か
わ
ズ
２
●
０
た
っ
た
と
い

え
る
。
予
期
せ
ぬ
大
量
出
血
が
■

な
死
因
だ

っ
た
．

十
万
件
あ
た
リ
１
４

（
一
万
人

に

一
人
）
を
切

っ
た
の
は
八
八
年

で
、
二
〇
〇
七
年
は
二
　
六
４
ま

で
低
ド
し
た
。
た
だ
近
年
は
、
高

齢
出
産
の
増
加
な
ど
で
、
再
び
リ

ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

近隣県からも搬送
拠点病院へのサポート欠く

＋
月
に
妊
婦

（Ｉ
）
が
脳
内
出
血

で
死
亡
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
受
け
入

れ
を
断

っ
た
八
病
院
の
う
ち
、
少
な

く
と
も
ｔ
病
院
が

「
新
生
児
集
中
治

燎
室

〈
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
の
満
床
」
を
理

由
に
挙
げ
た
。
厚
生
労
働
省
研
究
班

が
今
年
七
月
に
ま
と
め
た
推
計
に
よ

る
と
、
早
産
に
よ
る
低
体
重
出
生
児

の
増
加
な
ど
を
背
景
に
全
国
で
約

一

千
床
が
不
足
。
産
科
蚊
急
体
制
の
立

て
直
し
に
は
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
整
備
を

進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
と
い
え
る
。

日
本
で
最
初
に
総
合
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
受
け
た
神

奈
川
県
立
こ
と
も
医
療
セ
ン
タ
ー

（
横
浜
市

）
。
今

年
十
月

、
Ｎ
Ｉ
Ｃ

ｕ
を
十

五
床

か

つ
二
十

一
床

に
増
設

し
た
が
、
ほ
ぼ
満

床

の
状
態

が
続

い

て
い
る
、

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
病
床
は
通
常

の

ベ

ッ
ト

と
は
違

い
、
人
工

旺
吸
器
や

保
育
需

な
ど
高
度

な
医
療
機
器

の

ユ

ニ

ッ
ト
．

こ
の
た
め

一
床

増
や
す

に

妊
婦
の
受
け
入
れ
拒
否
が
相
次
い

だ
奈
良
県
は
、
県
立
医
科
大
病
院
を

総
合
周
籠
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
に

指
定
し
た
も
の
の
、
人
三
不
足
が
原

因
で
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
約
二
十
床
の
う
ち

二
―
床
強
し
か
稼
働
し
て
い
な
い
の

が
実
情
と
い
う
。

神
奈
川
県
立
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ

ー
の
り
島
鵬
昭
医
師
は
，
開
策
と
し

て
、
三
―
六
カ
月
の
短
期
有
給
研
修

医
制
度
を
に
実
し
、
県
の
職
員
提
案

と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

「
年
単
位
は

無
理
で
も
、
数
力
月
な
ら
働
け
る
と

い
う
地
方
の
若
手
医
師
は
大
勢
い

る
。
地
方
と
都
市
を
結
ぶ
研
修
モ
デ

ル
に
も
な
る
」
と
強
調
。
二
年
間
で

十
人
以
上
の
研
修
仄
を
受
け
入
れ
、

育
成
す
る
予
定
と
い
う
。

は
高
額
な
医
療
機
器
を
購
入
す
る
必

要
が
あ
り
、
負
担
は
大
き
い
．

さ

り
に
深
刻
な
の
は
人
手
不
足
。

新
生
児
医
療
は
小
児
科
や
産
科
と
は

異
な
る
特
殊
な
分
野
で
、
医
師
の
育

成
に
手
間
が
か
か
る
．
医
療
的
ケ
ア

に
加
え
て
授
乳
な
ど
も
必
要
な
こ
と

か
ら
、
一言
護
師
も
不
足
し
て
い
る
。

コ
塁
泉
が
ヽ
ま
れ
て
い
る
と
い

う
の
は
幻
想
に
す
ぎ
な
い
」
。
こ

う
強
調
す
る
都
内
の
産
科
医
は
少

な
く
な
い
。

首
都
　
東
京
は
高
度
医
療
を
担

え
る
医
療
機
関
が
集
中
し
、
地
方

に
比
べ
れ
ば
人
材
も
豊
か
。
し
か

し
産
科
縮
小
が
続
く
近
隣
県
の
受

け
皿
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
、
産

科
医
療
が
疲
弊
し
て
い
る
。

隣
接
す
る
埼
玉
県
は
、
子
ど
も

を
産
め
る
年
齢
の
女
性
十
万
人
あ

た
り
の
産
婦
人
科
医
師
数
が
二
七

六
人
で
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
ニ
位
。

二
〇
〇
七
年
に
同
県
で
搬
送
さ
れ

た
延
婦
九
百
七
十
八
人
の
う
ち
百

四
十
四
人
を
県
外
に
撤
送
し
て
お

り
、
東
京
が
百
十
人
を
受
け
入
れ

て
い
る
。

受
け
入
れ
ほ
ぼ
限
界

県
内
唯

一
の
総
合
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
埼
■
医
科

大
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

（同
県
川

越
市
）
の
口
村
正
徳
セ
ン
タ
ー
長

は

「
重
症
の
人
を
中
心
に
引
き
受

け
、
比
較
的
軽
い
人
は
断
ら
き
る

を
得
な
い
」
と
苦
渋
の
表
情
を
浮

か
べ
る
。

神
奈
川
、
千
葉
両
県
か
ら
の
取

送
も
多
い
。
東
京
に
は
新
生
児
実

中
治
療
室

（Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
が
約
二

百
床
あ
る
が
、
四
分
の

一
は
近
隣

っ
て
お
り
、
そ
の
下
に
、
比
較
的

高
度
な
医
療
を
担
う
地
域
周
産
期

医
療
セ
ン
タ
ー
、
産
婦
人
科
が
あ

る
病
院
、
診
療
所
が
速
な
る
。
総

合
セ
ン
タ
ー
は
全
国
に
七
十
五
カ

所
、
地
域
セ
ン
タ
ー
は
一
百
二
十

六
カ
所
あ
り
、

「総
合
」
と

「地

域
」
の
比
率
は
約

一
対
三
だ
。

問
題
が
先

に
超
き

た

こ
と
も

あ

り
、
近
畿
圏

の
取
り
組

み
は
東
京

を

一
歩
リ
ー
ド
し

て
い
る
．

昨
年
、
大

阪
府
立

母
一■
保
健
総

合
医
療
セ

ン
タ
ー

＾
和
泉
市

）
に

八
病
院

の
医
師
十

五
人

が
交
代

で

詰
め
、
搬

送
先
を
決
め

る

コ
ー
デ

ィ
ネ

ー
タ
ー
制
度
を
開
始

。
同

セ

ン
タ

ー

の
水

原

則

手

副

院

長

は

「
妊
娠
後

の
経
過

や
症
状

に
応

じ
、

ど

こ
に
搬

送
す
る

の
が
迪
切

か
判

断
し

て
い
る
」
と
話
す

。

二
府
七
県

の
広

域

シ

ス
テ
ム
も

稼
働
し
て
お
り
、
〇
七
年
六
月
か

・つ
０
八
年

八
月
ま

で
、
奈
良
か

ら

の
二
十
三
人
を
含
む
三
十
人
を
大

阪
で
受
け
入
れ
た
。

今
回
の
問
題
を
受
け
、
産
科
医

の
中
で
は
、
妊
婦
の
脳
内
出
ｍ
の

リ
ス
ク
を
改
め
て
重
視
す
る
動
き

も
始
ま

っ
て
い
る
。

「
こ
こ
ま
で
頻
度
が
高
い
と
は

斉
い
た
」
。
日
本
医
大
多
庫
永
山

病
院
の
中
井
章
人
教
授
が
こ
の
ほ

ど
、
妊
帰
死
亡
に
関
す
る
厚
生
労

働
省
研
究
，
な
ど
の
デ
ー
タ
を
再

集
計
し
た
と
こ
ろ
、
〇
五
年
に
死

亡
し
た
妊
帰
八
十
四
人
の
う
ち
、

三
十
九
人
が
妊
娠
と
直
接
関
係
の

な
い
死
因
だ

っ
た
こ
と
が
判
明
。

少
な
く
と
も
十
例
は
脳
内
出
血
や

く
も
瞑
下
出
血
だ

っ
た
と
い
い

「
脳
内
出
血
は
妊
婦
の
死
囚
第

一

位
で
は
な
い
か
」
と
み
る
。

好
婦
の
脳
内
出
血
に
対
応
す
る

に
は
産
０
と
救
急
の
連
携
が
必
要

だ
が
、
容
易
で
は
な
い
。
今
月
五

日
、
厚
労
省
で
団
か
れ
た
産
科
と

救
急
の
連
携
に
関
す
る
検
討
会
の

府
上
、
北
里
大
医
学
部
の
海
野
信

也
教
授

（産
婦
人
科
）
は

「
（産

科
医
と
救
急
医
の
）
心
の
中
に
縦

割
り
が
，
在
す
る
。
学
会
、
医
療

機
関
、
行
政
の
い

に
も
あ
る
」
と

指
摘
し
た
。
こ
の
●
根
を
柔
り
越

え
る
こ
と
が

「安
全
な
お
産
」
の

実
現
に
は
入
か
せ
な
い
。

（桜
井
陽
、
松
本
勁
慈
、

編
集
委
員
　
木
，
彰
）
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新生児集中治療室の拡充が急務


